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三
条
西
家
流

『伊
勢
物
語
」
注
釈
の

一
形
態

支
子
文
庫
本
を
め
ぐ

っ
て
ー

藤

島

綾

一

(
1
)

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『
伊
勢
物
語
注
釈
』

は
、
外
題
内
題
と
も

に
不
明

な

こ
と
か
ら
、
便
宜
上
前
掲

の
仮
書
名
を
付

さ
れ

た
、
支
子
文
庫

に
属
す

る
貴

重
書

で
あ
り
、

そ
の
存
在

に

つ
い
て
は
、
夙

に
大
津
有

一

『
増
補
版
伊
勢
物
語

古
註
釈

の
研
究
』

に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
際
、
氏

は
、
補
遺
篇

「
二
条
流

の
注
釈
」

の
項

に
、

田
村
専

一
郎
氏
所
蔵

の
注
釈
書
と

し
て
本
書

の
冒
頭
部
を

翻
字
掲
載
、

そ
の
上

で

「
こ
れ
も
、

や
は
り
二
条
流

の
注
釈

か
と
思

わ
れ
る
」

と
結
論
づ
け

た
。

と

こ
ろ
で
、
こ
の

『
伊
勢

物
語
注
釈
』
の
内
容

を
改
め

て
検
討

し
て
み
る
と
、

本
書

は
た
ん
に
二
条
流

の
注
釈
書

で
あ
る

に
と
ど
ま
ら
ず
、

室
町
末
期

『
伊
勢

物
語
』
注
釈

の
あ
り
方

の

一
端

を
あ
ら
わ
し
た
注
目
す

べ
き
特

徴
を
兼
ね
備
え

た

一
本

だ
と
思

わ
れ
る
。
本
稿

で
は
、

こ
の
注
釈
書

の
特
徴

に

つ
い
て
考
察

す

る
。あ
ら
か
じ
め
本
書

に

つ
い

て
概
略

を
述

べ
て
お
く
。
本
書

の
内
容

は
、
『
伊
勢

物

語
』

の
題
号

と
作
者

に
言

及
し
た
総

論
部

分
と

『
伊
勢
物

語
』
本

文
と
注
釈

か
ら
な

る
語
釈
部
分
と

で
構
成
さ
れ

る
。
も
と
も
と
は
、
『
伊
勢
物
語
』

一
二
五

段
分

に

つ
い

て
記

さ
れ
、

二
も
し
く

は
三
冊

か
ら
な

っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る

が
、
伝
来

の
過
程

で
後
半
を
失

い
、
現
在

で
は
冒
頭

の
総
論
部
分
か
ら
六
三
段

ま

で
を
伝
え

る
の
み
。
注
釈

は
、
各
章
段
ご
と

に
、
ま
ず

『
伊
勢
物
語
』
本
文

を

一
括
あ

る
い
は
数
回

に
分
け

て
引
用
、

さ
ら

に
、

そ
の
引
用
本
文

に
対
応
す

る
注
を

ひ
と

つ
書
き

の
形

で
指
摘
し
、

そ
の
総
数

は

一
七
○

に
の
ぼ

る
。
た
だ

し
、

ひ
と

つ
書
き

の
な
か

に
、

さ
ら

に
複
数

の
項
目
を
た

て
た
記
事
も
あ
り
、

こ
れ

ら
を
加

え
る
と
項
目
数

は
さ
ら

に
増
加
す

る
。
な
お
、
本
文

の
保
存
状
況

は
必
ず
し
も
良
好

と
は
言

え
ず
、
文
意
が
と
り

に
く

い
箇
所

や
、
目
移

り
に
よ

(
2
)

る
脱
文
、
明

ら
か
な
誤

写
が
目

に

つ
く
。

二

 

本
書

は
、
六

四
段
以
降
を
有
し
な

い
こ
と
も
あ
り
、
成

立
時
期
、
あ

る
い
は
、

著
者

や
書

写
者
等

を
推
定
す

る
手

が
か
り
と
な

る
奥
書
識
語

の
類

が
認

め
ら
れ

な
鴨
娩

し
か
し
、

注
釈
内
容

に

つ
い
て
二=ワ
兀
ば
、
本
書
と
関
連

し
て
興
味
深

い

記
事

を
伝

え
る
注

釈
書

を
指
摘

で
き
る
。
室

町
時
代
末
期
、
水
無
瀬
兼
成

二
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五

一
四
ー

一
六
〇

二
)
に
よ

っ
て
編
ま
れ

た

『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
、
『
称
談
集

解
』

で
あ
る
。

水
無
瀬
兼
成

は
、

三
条
西
公
条

(
一
四
八
七
-

一
五
六
三
)

の
男
。
実
父
公

条

は
古
典

に
造
詣
が
深
く
、
『
伊
勢
物
語
』
に

つ
い
て
も
、
そ
の
父
実
隆

の
講
釈
(
4
)

の
聞
書

『
迫
談
称
聴
』
や
学
習
院
大
学
蔵

『
伊
勢
物
語
抄
』
な
ど

の
注
釈
書
を

残
し
た

ほ
か
、
数
回

に
及

ぶ
講
釈
を

そ
の
都
度
内
容
を
違
え

て
行

っ
た
こ
と

で

知
ら
れ

る
。

そ

の
公
条

の
二
男
と
し

て
、
兼
成

は
、
永
正

=

(
一
五

一
四
)
年

に
藤
原

(
5
)

元
長
女
を
母

に
生
ま
れ
た
。
実
枝

の
同
母
弟
。
『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
永
正

一
五

(
一
五

一
八
)
年
、
五
歳

で
正
六
位

に
叙
爵
。
大
永

四

(
一
五

二
四
)
年

元
服
し
、
侍
従

に
任
じ
ら
れ
た
。
初
名
親
氏
。
水
無
瀬
英
兼

の
嗣
と
し

て
水
無

瀬
家

に
入

っ
た
時
期

に

つ
い
て
は
詳

ら
か
で
な
い
。
天
正
三

(
一
五
七

五
)
年
、

兼
成
と
改
名
。
天
正

一
三

(
一
五
八

五
)
年

に
は
正

二
位
権
中
納
言

に
い
た
る
。

慶
長
五

(
一
六
〇
○
)
年
出
家
。
法
名
を
慈
興

と
い
う
。
同
七

(
一
六
○

二
)

(6
)

年
九
月

一
八

日
、
八
九
歳

で
莞
去
。
論

は
紅
雲
院
○
文
事

に
秀

で
、
能
書

で
知

ら
れ
た
と

い
う
○
東
京
大
学
が
所
蔵
す

る

『
百
人

一
首
抄
』

は
、
兼
成
が
、
慶

長
元

(
一
五
九
六
)
年
八

三
歳

の
折

に
、
九
条
植
通

の
注
釈

に
父
公
条

の
説
な

(
7
)

ど
を
書
き
加
え

た
も

の
と

さ
れ

る
。

こ
の
よ
う
な
既
存

の
注
釈

に
公
条
説
を
付

加
す
る
と

い
う
形
が
、
後

に
触
れ

る

『
称
談
集
解
』

に
も
共
通
す

る
こ
と

は
、

兼
成

の
注
釈

へ
の
関

わ
り
方
を
考

え
る
上

で
大
変
興
味
深

い
。
『
伊
勢
物
語
』
に

(
8
)

つ
い
て
は
、
『
言
経
記
』

が
、
文
禄

四
年
十
月

一
日
条

に

一
、
伏
見

へ
冷
泉
同
道
罷
向
、
与
右
衛
門
尉
所

ニ
テ
休
息
了
、
次

江
戸

亜
相

へ
罷
向
、
水
無
瀬
黄
門
伊
勢
物
語
講
尺
之
内
也
、
則
聴
聞
了
、
次
夕

喰
有
之
、
相
伴
衆
、
水
無
瀬

・
予

・
冷

・
江
戸
黄
門

・
同
参
河
守

・
伊
達

侍
従
等
也
、
亥
下
刻

ニ
帰
宅
了
、

と
記
し
、
八

二
歳

の
兼
成
が
、
伏
見

に
お

い
て
、
徳
川
家
康

に

『
伊
勢
物
語
』

の
講
釈
を
行

っ
た

こ
と
を
伝
え
る
。

こ
の
兼
成

が
、

一
条
兼
良
が
著
し

た

『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』

に
実
父
公
条

の

『
伊
勢
物
語
』
講
釈

の
聞
書
を
付
加
す
る
形

で
、
ひ
と

つ
の
注
釈
書

に
ま
と
め
あ

げ
た
も

の
が

『
称
談
集
解
』

で
あ
る
。
そ

の
本
文
は
、
元
亀
三

(
一
五
七
二
)

年

に
兼
成

が
土
佐

で
清

書
し

た
初
稿
本
系

統
と
、

そ
れ

か
ら

ほ
ぼ
三
○
年

の

後
、
慶
長
五

(
一
六
○
○
)
年

に
改
訂
し
た
再
稿
本
系
統
と

の
二
系
統

に
分
類

(
9
)

さ
れ

る
こ
と
を
、
青
木
賜
鶴
子
氏
が
明
ら
か

に
し

て
い
る
。

こ
の
二
系
統

の
本

文

は
、
注
釈
内
容

に
関
し

て
は
大
き
く
異
な
ら
な
い
が
、
『
愚
見
抄
』
説
と
公
条

(
10
)

説
と

の
整
理

の
仕
方

に
わ
ず
か
な
違

い
が
確
認

で
き
る
と

い
う
。
初
稿
本

系
統

(
11
)

の
本
文
を
東
山
御
文
庫
本
が
伝
え
、
再
稿
本
系
統
本
文
を
、
国
会
図
書
館
本
、

鉄
心
斎
文
庫
本
が
伝
え

る
。

と

こ
ろ
で
、
国
会
図
書
館
本
か
ら
う
か
が
う
と
、
『
称
談
集

解
』
(
以
下

『
称

談
集
解
』
の
引
用
は
同
本

に
よ
る
)
は
、
若
干

の
混
乱
が
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、

原
則
的

に
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り

で
記
し
た

『
愚
見
抄
』

に
公
条
説
を
漢
字
片

仮
名
交
じ
り

で
追
記
す
る
形

で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
そ

こ
で
、

こ
れ
ら
を
本
書

と
比
較
対
照

さ
せ

て
い
く
と
、
『
称
談
集
解
』
中

の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り

で
追
記

さ
れ
た
説
と
本
書
注
釈
と

の
類
似
が
目
を

ひ
く
。
特

に
顕
著
な
四
例
を
次

に
挙

げ

る
。
上
段
が
本
書
、
下
段
が

『
称
談
集
解
』

に
、
漢
字
片
仮
名
混
じ
り

で
表

記
さ
れ
た
説

の

一
部

で
あ
る
。

章
段

16

本

書

終

に
あ
ま
に
な

り
て
あ

ね
の
さ
き
だ
ち
な

り
た

る
所

へ
ゆ

く
と

は
大
原

に
住

侍

る

也
。
当
流

の
儀
也
。
ま

た
深
草

に
住
と
も

い
ふ
方
有
。
前
後
有

べ
し
。

『
称
談
集
解
』

ア
ネ

ノ
サ
キ
ダ

チ
テ
ナ
リ
タ

ル
所

へ

行

ト

ハ
大

原

住
侍

ル
。
当

流

の
義

也
。
又
深
草
住

ト
モ
云
方

ア
リ
。
前

後

ア
ル
ベ
シ
。
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そ

こ
な

る
岩

に
お

よ
び

の
ち
し

て
か
く
と

は
岩
は
硯

の
事
也
。
お

よ
び
と

は
及
也
。

ち
し

て
と

は
後

の
字
也
。

の
ち

に
此
吾
を

書

て
や
る
と
云
事
也
。

お
よ
び

の
ち
と
云

事
を
お

ゆ
び
を

く
ゐ
き

り
て
そ
の
血

に
て

岩

に
書
付

た
り
と
云
を
ば
当

り
う
に
は
あ

ら
ず
と

い

へ
り
。

は

つ
か
な
り
け
る
女

と
は
、
蜜

な
る
女

と

云
心
也
。

二
条

の
后

の
御
事
也

。
あ
ふ
事

は
珠
数

つ
く
り
の
程

に

て
つ
ら
き

こ
ゝ
ろ

は
な
が
く
と
也
。

一
、
物

い

ひ
け

る
女

と

は
、
二
条

の
后

也
。
后

に
ま

い
り
給

ひ
て
後

の
也
。
寄

に

儀
な
し
。
当
流

に
は
、
前

に
い
へ
る
が
ご

と
く
、
た
れ
と
も
な
し
。

ソ

コ
ナ
リ
ケ
ル
岩

ト

ハ
硯

ノ
事
也
。

ヲ

ヨ
ビ

ハ
及
ブ
也
。

ノ
チ
シ
テ
ト

ハ

後

ノ
字
也
。
後

ニ
此
寄

ヲ
書

テ
ヤ
ル

ト
云
事
也
。
岩
小
指

ノ
血

ナ
ド
ノ
説

当
流

ニ
ハ
非

ズ
。

ハ
ッ
カ
ナ

ル
女
ト

ハ
密
ナ

ル
女
ト
云

心
也
。

二
条
后
也
。

〈中
略
〉

逢
事
珠
数

一
ク
リ
ホ
ド

・
云
也
。

女

ハ
二
条
后
也
。
后

二
参
給

て
後

の

事
也
。
寄

二
儀

ナ
シ
。
当
流

ニ
ハ
誰

ト
モ
イ

ハ
ズ
。

こ
れ
ら
を
比
較

す
る
と
、
両
者

が
注
釈
内

容

の
み
な
ら
ず
、
表

現
ま

で
酷
似
し

て
い
る

こ
と
は

一
目
瞭
然

で
あ
ろ
う
。

な
か

で
も
、
二
四
段

「
お
よ
び

の
ち
」

に

つ
い
て
の
注
は
注
目
す

べ
き

で
あ

る
。
『称
談
集
解
』
に
先
立

つ
二
条
流

の
注
釈
書

は
、
こ
の
点

に

つ
い
て
次

の
よ

う

に
記
す
。

(
12
)

『
惟
清
抄
』

オ

ヨ
ビ

ハ
小
指
也
。

(
13
)

『
肖
聞
抄
』

指

の
血
也
。
途
中

の
故
也
。
心

は
切
な

る
さ
ま
也
。

(
14
)

『
宗
長
聞
書
』

小
指

の
血
な

る

べ
し
。

お
も
ひ
の
せ

つ
な
る
心

な
る

べ
し
。

(
15
)

『
伊
語
聴
説
』

お
よ
び

の
ち
し

て
及
後
而
と
古
注
也
。
当
た

ゞ
さ
し
む
き

て
み
る
也
。
お

よ
び

の
ち
し

て
道
す
が
ら
墨
筆
も
な
け
れ
ば
也
。
お

よ
び

こ
ゆ
び
な

る
べ

し
。
(16
)

『
迫
談
称
聴
』

こ
ゆ
び
也
。

こ
れ
ら

は
、

い
ず
れ
も

「
小
指

の
血
」

と
解
釈
す

る
立
場
を

と
る
。

つ
ま
り
、

『
称
談
集
解
』

の
注
釈

は
、

「お

よ
び

の
ち
」

を
及
後

と
理
解

し
、

「小
指

の
血
」

説
を
否
定
、
先

に
あ
げ

た

『伊
語
聴
説
』

で
い
う
と

こ
ろ
の

「古
注

」
に
回
帰

(17
)

し

て
い
る
点

で
、
他

の
二
条
流

の
注
釈

と

は
大
き
く

異
な

っ
て
い
る
。

こ

の

「
お
よ
び
の
ち
」
の
解
釈

を
め
ぐ

っ
て
、
本
書

が

『称

談
集
解
』
と
ほ
ぼ
同
記
事

を
伝

え
る
こ
と

一
つ
を
以
て
し
て
も
、

両
者

が
緊
密

な
関
係

に
あ
る

こ
と
は
容

易

に
推

測
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
記
事

の
酷

似
は
、

一
四
段
か
ら
六
三
段
ま

で
、
計
四
九

の
章
段

で
認
め
ら
れ
、
後

に
な
る
に
し
た
が

っ
て
、
各
章
段

に
占
め
る
割
合
も
大
き
く

な
る
。

三

 

と

こ
ろ

で
、
前
述

の
よ
う

に
、
『
称
談
集
解
』
初
稿
本
と
再
稿
本

で
は
、
注

の

整
理

の
仕
方
が
微
妙

に
異
な
り
、
ど
ち
ら
か
片
方
だ
け

に
確
認

で
き

る
注
が
あ

る
と

い
う
。
そ

の
う
ち
、
初
稿
本

に
の
み
確
認

で
き

る
注

は
、

二
七
段

「
み
な

く
ち

に
」

の
和
歌

の
注
、

蛙

ハ
シ
ホ
時

二
水

ロ

ヨ
リ
鳴

バ
、

田

ニ
ア
ル
蛙

モ
同

ヤ
ウ

ニ
ナ
ク
事
也
。

で
あ

り
、

一
方
、
再
稿
本
系
統

に
の
み
確
認

で
き

る
の
が
、

一
九
段

「天
雲

の
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よ
そ
に
の
み
し

て
」

の
和
歌

の
注
、

光
孝
親
王

ノ
最
愛

ナ

レ
バ
ヲ
ソ

ロ
シ
ト
云
心
也
。

(
18
)

で
あ

る
。

そ
こ
で
本
書

に
目
を
移
す
と
、

そ
れ
ぞ
れ

に

つ
い
て
、

一
、

み
な

く
ち
に
我

や
み
ゆ
ら
ん
と
は
、

か
は
つ

は
、
し

ほ
時

に
み
な

口

よ
り
な
け
ば
、

田
に
あ
る
か
は
つ

も
、

お
な
じ
や
う
に
鳴
事
也
。

そ
の
ご

と
く
、
我

お
も
ひ
に
ひ
か
れ
て
鳴
給

へ
る
か
と
也
。

(
二
七
段
)

わ
が
ゐ
る
山

の
風
は
や
み
と
は
、
な
ん
ち
が
ゐ
る
山
也
。
光
孝

新

王
の
さ

ゐ
あ
ひ
な
れ
は
、
お
そ
ろ
し
と

い
ふ
心
也
。

(
一
九
段

)

と
、
ほ
ぼ
同
文

の
記
事
を
見
出
す
。

と

こ
ろ
が
、

こ
の

一
九
段
と
二
七
段

の
注
釈

に

つ
い
て
は
、
本
書
同
様
双
方

(19
)

の
記
事
を
含
む
注
釈
書
が
存
在
す
る
。
『伊
勢
物
語
秘

用
抄
』
(以
下

『
秘
用
抄
』

と
略
す
)

で
あ
る
。

み
な
く
ち
は
田

に
水
を
せ
き

い
る

ゝ
く
ち
也
。
…
…

〈
中
略
〉
…
…
女

の

う
た
も
水

の
そ

こ
の
影
を

い

へ
ば
男

の
返
事

に
も
又
や
う
を
か

へ
て
よ
め

る
也
。
蛙
は
し

ほ
時

の
水
く
ち
よ
り
な
け

は
い
つ
れ

の
蛙
も
お
な
じ
や
う

に
な
く
と

い

へ
り
。

(二
七
段
)

し
た

の
こ
と
ば

に
又
男
あ

る
人
と
な

ん
い
ひ
け
る
、
光
孝
親
王

の
最
愛
な

れ
ば
お

そ
ろ
し

く
て
わ
が
ゐ
る
山

の
風

は
や
み
成
と

よ
め

る
也
。(
一
九
段
)

そ
れ
ぞ
れ
を
対
照
す

る
と
、
叙
述

に
わ
ず

か
な
差

異
が
認
め

ら
れ

る
も
の
の
、

解
釈

の
共
通
性
、
表
現

の
類
似

は
明

ら
か
だ
ろ
う
。

奥
書

に
、
慶
長

二

二

五
九
七
)
年
、

あ
る
女
性

の
求

め
に
応

じ
て
寄
斎
な

る
人
物

が
著

し
た
こ
と
を
伝

え
る

『秘

用
抄
』
は
、
『称
談
集
解
』
と
重
複

す
る

記
事

が
多
く
、

ま
た
、
奥
書

に
記
さ
れ
た
著
者
寄
斎

の
年
齢

が
八

四
歳

と
、
水

無
瀬
兼
成

の
そ
れ
と

一
致

す
る
こ
と
と
も
相
侯

っ
て
、

お
そ
ら
く
彼

の
筆

に
よ

(20
)

る
も

の
と
考

え
ら

れ

て
い
る
。

そ
れ

に
従

え
ば
、
兼

成

は
元

亀
三
年

以
前

に

『
称
談
集
解
』
初
稿
本
を
脱
稿
、
慶
長

二
年

に
は
同

じ
内
容
を
婦
女
子

用
に
簡
略

化
し

て

『
秘
用
抄
』
を
執
筆
、

さ
ら

に
三
年
後

の
慶
長
五
年
、
初
稿
本

『称
談

集
解
』
を
改
稿

し
て
再
稿
本
を
完
成

さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の

『秘

用
抄
』

と
本
書

は
、

一
九
段

と
二
七
段

の
両
方

の
注
を
有
す
る
点

が
特
徴
的

で
あ
り
、
『
称
談
集
解
』
の
二
系
統

の
伝
本
と
は

一
線
を
劃
す
。
そ

こ

で
、
相
互

の
関
係

を
明

ら
か
に
す

べ
く
、
本
書

と

『秘

用
抄

』
、
さ
ら

に
再
稿
本

『称

談
集
解
』
と

の
比
較
を
試
み
た
。
そ

の
結
果
、
本
書
と

『秘

用
抄
』

に
の
み

確

認

で
き
た
注
は
次

に
あ
げ
た
通
り

で
あ
る
。

ま
ず
、
二
四
段
、
宮
仕
え

に
行

っ
た
男

に

つ
い
て
述

べ
た

「
三
年

ご
ざ
り
け

れ
ば
」

の
注
、

〈
本
書
〉

別
れ
を
惜
み

て
と
は
上
洛

の
時

の
事
也
。
三
年

ご
ざ
り
け
れ
ば

と
は
勅
か
ん

の
事
也
。

〈
秘
〉

わ
か
れ
お
し
み

て
と
は
上
洛

の
事
也
。
三
年

ご
ざ
り
け
れ
ば
と

は
勅
勘

の
事
と

い
ふ
説
あ
り
。

〈称
〉

別

ヲ
シ
ミ
テ
ト

ハ
上
洛

ノ
事
也
。

次

に
、
三
五
段

「
玉

の
緒
を
あ
は
緒

に
よ
り

て
」

の
和
歌

の
注
、

〈本
書
〉

玉

の
緒
を
あ

は
を
と

は
、
あ

は
せ
た

る
い
と
。
心

に
も
あ
ら

で

絶

た
る
と

は
、

二
条
后
な
れ
ば
、
心

に
も
あ
ら

で
た
え
た
る
な

〈秘
〉

る
べ
し
。
合

た
る
い
と

は
、

た
ゆ
れ
共
、
あ
ま

た
の
糸
数
な

れ

ば
、
其

う
ち

に

一
筋
も
絶

ぬ
糸
有

ぬ
べ
し

と
、
契

に
懸

て
、
書

な

せ
る
也
。

心

に
も

あ
ら
で
た
え
た
る
と
は
二
条
后
な

れ
ば
心

の
ま

ゝ
に
も

あ
ら
で
た
え
た
る
。
あ

は
を
は
あ
は
せ
た
る
糸
也
。

こ
の
玉

の

を
と
い

へ
る
は
命

の
事

に
あ
ら
ず
。
糸

の
事
也
。

あ
ま
た
の
糸
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の
か
ず
な
れ
は

そ
の
中

に
た

へ
ぬ
糸
あ
り
ぬ

べ
し
と
ち
ぎ
り
を

か
く

る
也
。

〈
称
〉

心

ニ
モ
ア
ラ
デ
タ

エ
タ
ル
ト

ハ
二
条
后

ナ

レ
ハ
心

ノ

マ
・
ニ
モ

ア
ラ
デ
絶

タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
玉

ノ
ヲ

・
ア

ハ
ヲ
是

ハ
非
命
。
綜

ノ
事
也
。

三
九
段

「至

は
順

が
祖
父
な

り
。
」

の
注
、

〈本
書
〉

一
、

い
た
る
は
河
原
大

臣

の
男
也
。
源
融
致
昇
順
な

り
。

さ
か

げ

ん
じ
也
。

〈秘
〉

至
は
河
原
大
臣

の
ち
や
く
し
な
り
。
源
融
公
致

昇
順
也
。
嵯
峨

源
氏

也
。

〈称

〉

致

ハ
河
原
大
臣

ノ
男
也
。
源
融
致
昇
順
也
。

四
〇
段

、
親

が
放
逐
し
た
女

へ
の
想

い
か
ら
絶
え
入

っ
て
し
ま

っ
た
息
子
を
見

た
親

の
困
惑

す
る
様
子

「
ま
ど

ひ
て
願
立

て
け
り
。
」

へ
の
注
、

〈
本
書
〉

願
た

て
け
り
と
は
春
日
明
神

に
申
た
り
。

〈
秘
〉

願
た

つ
る
と

は
春

日

へ
申
た
る
か
。

〈
称
〉

な
し
。

わ
ず
か
四
例

で
は
あ

る
が
、

こ
れ

ら
が
、
再
稿
本

『
称
談
集
解
』

に
は
認
め
ら

れ
ず
、
本
書
と

『
秘
用
抄
』

に
の
み
確
認

で
き

る
記
事

で
あ

る
。

と

こ
ろ
が
、
全
体
を
通

し
て
見

た
場
合
、
本
書

は
、

『
秘
用
抄
』
と

の
み

一
致

…
…
四
例

『
称
談
集
解
』

と
の
み

一
致

…
…
三

一
例

と
、
『秘

用
抄
』
よ
り

『
称
談
集
解
』
と

一
致
す

る
場
合
が
圧
倒
的

に
多

い
。
し

た
が

っ
て
、
『称
談
集
解
』
と
よ
り
近

い
関
係

に
あ
る
と
考

え
る
の
が
自
然

で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
わ
ず
か

四
例
と

は
い
え
、
『
秘
用
抄
』
と

の
み

一
致

す
る
注

釈
が
な

ぜ
存
在
す
る

の
か
、
ま
た
、
な
ぜ

『
称
談
集
解
』

で
は

一
方

の
本
文
系
統

の
み

に
確

認

で
き

る
注
を

い
ず
れ
も
含

む

の
か
、
と

い
う
疑
問

が
依
然

と
し

て
残

る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
今
後
東
山
御
文
庫
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
伝
本
と

の

対
校
を
含
む
検
討
が
必
要
だ

ろ
う
。

四

と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ま
で
本
書

の
注
釈
記
事
が

『
称
談
集
解
』

や

『
秘
用
抄
』

の
そ
れ
と
酷
似
す

る
場
合

に

つ
い
て
述

べ
て
き

た
が
、
前
述

の
よ
う
に
、

そ
れ

ら
は
あ
く
ま
で

一
四
段

以
降

の
章
段

で
認

め
ら
れ
る
特
徴

で
あ

る
。

一
三
段

以
前

の
本
書

の
注
釈

は
、

『称
談
集
解
』
『
秘
用
抄
』

の
そ
れ
と
表
現

は
重

複
せ
ず
、
内
容
も
必
ず
し
も
同

じ
で
は
な

い
。
例

え
ば
、
初
段

「
う
ゐ
か

う
ぶ
り
」
に
関
す
る
注

を
挙

げ

て
み
よ
う
。

一
、
う
ゐ
か
う
ぶ
り
と
云
事

は
初

冠
也
。
中
将
十
六
歳
之
時
也
。
承
和
七

年
、
於
仁
明
天
皇
内
裏

元
服
せ
し
事

也
。

(本
書
)

う
ゐ
と
は
初
位
と
日
本

記

に
か
け
り
。
か
う
ぶ
り
し
て
と
は
元
服
と
か
き

て
か
う
ぶ
り
と
よ
む
也
。

(
『秘

用
抄
』
)

畢
寛
元
服
と
書

て
カ

ウ
ブ
リ

ス
ト
読
也
。
是
師
説
也
。
始

ノ
字

ウ
イ
ト
読

也
。

(『
称
談
集
解
』
)

こ
れ
ら

は
と
も

に
初
冠
を
元
服
と
捉
え
る
点

で
同
じ
だ
が
、
本
書

の
み
が
、
元

服

の
日
時
、
業
平

の
年
齢

に
ま

で
言
及
す
る
点

で
注
釈

の
性
格
が
異
な

っ
て
い

る
。
『
伊
勢
物
語
』
の
各
章
段

に
特
定

の
日
時
や
人
物
名
を
指
摘
す
る

こ
の
注
釈

方
法

は
、
鎌
倉
時
代
、
『
和
歌
知
顕
集
』
や
い
わ
ゆ

る

『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』

と
い

っ
た

「古
注
」

に
認
め
ら
れ

る
も

の
で
あ

っ
た
。

そ
も
そ
も
、
室
町
末
期

の

『
伊
勢
物
語
』
講
釈
を
考
察
す

る
際
、
ま
ず
考
慮
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に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
の
が
、
「古
注

」
と

「当
流

の
説

」
と
の
関
係

で

(21
)

あ
る
。
細
川
幽
斎

『
伊
勢
物

語
閾
疑
抄

』
は
、

二
条
家

に
も
も
と
は
古
注

を
も

て
よ
み

て
聞
す
る
事

あ
り
。
道

に
執

心
ふ

か
き
人

に
は
其
上

に
て
古
注

を
捨

て
た
ゞ
今

よ
む
当
流

の
趣
を
読
伝

た
る

と
な
り
。

と
記
し
、
二
条
流

で
は
、
『
伊
勢
物
語
』
を
講
釈
す

る
際
、
古
く

は
、
初
心
者

に

「古
注
」
を
用

い
て
教

え
、
そ
の
上

で
さ
ら

に
熱
心
な
者

に

つ
い
て
は
、
先

に
教

え
た

「古
注

」
の
説

を
破
棄

し
、
「当
流

」
す
な
わ
ち
二
条
流

の
説
を
教
授

す
る

と
い
う
方
法

を
採

っ
た
こ
と
を
伝

え
る
。
ま
た
、
公
条

に
よ
る
三
条

西
実
隆

の

講
釈

の
聞
書

『
迫
談

称
聴

』
は
、

東
常
縁

ハ
サ

シ
タ

ル
人

ニ
テ
モ
ナ
キ
者

ニ
ハ
以
古

注
よ
む
。

よ
き
門
弟

ニ

ハ
本
式

二
よ
む
ト
云
々
。
…
…

〈
中
略
〉
…
…
昔

ハ
古
注

ヲ
用
タ

レ
ド
モ

二
条
家

ニ
ハ
物

語

の
こ
バ
カ
リ

ヲ
本

ト
セ
リ
。
宗

祇

モ
ハ
ジ
メ

ッ
カ
タ

ハ

古
注

ヲ
マ
ジ

ヘ
テ
ヨ
ミ
タ
リ
。
不
謂
斗

ナ
リ
。

一
条
禅

閤

モ
云
破
也
。
年

紀

モ
チ
ガ
イ
タ

ル
事
多
也
。

と
記
す
。

こ
こ
に
い
う

「
ハ
ジ
メ

ッ
カ
タ
」
を
宗

祇
が

『伊
勢
物
語
』
講
釈
を

始

め
た
当
初

と
と
る
か
、
あ
る
い
は
、
初
学

者
を
対
象
と
し
た
講
釈

と
と
る
か
、

解
釈

が
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

い
ず
れ

に
し

て
も
、
宗
祇

が

「年

記
モ
チ
ガ

イ
タ

ル
事
」

の
多

い

「古

注
」

を
用
い

て
講
釈
し
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

さ

(22
)

ら
に
、

『後
水
尾
院
御
講
釈
伊
勢
物

語
抄
』

に
は
、

東
野
州

は
大
方

の
人

に
は
古
注
を
先
よ
ま
れ
た
る
也
。

又
執
心
も
あ
り
、
(
23
)

よ
き
弟
子

に
は
本
式

よ
ま
れ
し
と
也
。
迫
遥
院
、

称
名
院

、
三
光
院
等
も

古
注
を
交

て
よ
ま
れ
し
也

。
其
後

心
を
も
見
定

て
は
本
説

を
よ
み
き

か
さ

れ
し
也
。

さ
れ
ど
も
不
謂
事

な
れ
ば
其

後

一
向

不
用
事

に
な
れ
り
。

と
あ

り
、
三
条
西
実
隆

や
公
条
、
実
枝
が
、
『
伊
勢
物
語
』
講
釈

に
あ
た
り
、
ま

ず
は
、

二
条
流

の
注
釈

に

「
古
注
」
を
交

え
た

こ
と
を
伝
え

る
。

そ
し
て
、
公
条
講
釈

の
説
を
内

に
含
む

『
称
談
集
解
』

で
も
、
登
場
人
物

に

人
名

を
あ

て
る
と

い
う

「古
注
」

の
特
徴
を
、
複
数

の
章
段

の
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
で
書
か

れ
た
説

に
見
出
す
。

そ
の
あ

て
方

は
正
徹

・
東
常
縁
系
統

の
そ
れ

(
24
)

と

一
致
す

る
場
合

が
多

い
。

一
方
、
本
書

『
伊
勢
物
語
注
釈
』
も
ま
た
、
特
定

の
章
段

に
日
時
を
指
摘
す

る
ほ
か
、
大
半

の
章
段

の
登
場
人
物

に
具
体
的
人
名
を
あ

て
、
し
か
も
、
そ

の

(
25
)

あ
て
方

は
ほ
ぼ

『
称
談
集
解
』

の
そ
れ
と

一
致
す
る
。

こ
の
こ
と

は
、

一
四
段

以
降

で
記
事

に
重
複
が
多

い
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、

一
見
、
当
然

の
帰
結

の
よ

う
で
も
あ

る
。

し
か
し
、
先

に
述

べ
た
よ
う

に
、
本
書
と

『
称
談
集
解
』
は
注

釈

の
全

て
が

一
致
す

る
わ
け

で
は
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
人
物

の
あ

て
方

に

つ

い
て
も

『
称
談
集
解
』
と
異
な

る
見
解
が
示
さ
れ

て
い
て
も
必
ず
し
も
不
自
然

と
は
言
え
ま

い
。

『
伊
勢
物

語
』

の
登
場
人
物

に
特
定

の
人
名
を
あ

て
る
と

い
う
作
業

を
通
し

て
、

そ
の
注
釈
書

が
ど

の
よ
う

に

『
伊
勢
物
語
』
を
理
解
し

て
い
る
か
が
明
ら

か

に
な

る
。

そ
し

て
、
本
書
と

『
称
談
集
解
』

の
人
名

の
あ

て
方
が

一
四
段
以

降

で

一
致
す

る
こ
と

は
、

こ
れ
ら

の
注
釈
書
が
人
名
を
あ

て
る
際

の
物
語
理
解

に
共
通
す

る
点
が
多
か

っ
た

こ
と
を
示
す
。
『
称
談
集
解
』
中

に
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
で
示

さ
れ

た
説
が
公
条

の
講
釈
を
通
し

て
語
ら
れ
た
説

で
あ
る

こ
と
を
考

え
あ

わ
せ

る
と
、
本
書

の
人
名

の
あ

て
方
も
公
条
説

の
影
響
を
受
け

て
い
る

こ

と
は
明
白

で
あ

る
。
し

た
が

っ
て
、
本
書

の

一
三
段
以
前

の
人
物

の
あ

て
方
も

ま
た
、
公
条
周
辺

の
、
あ
る

い
は
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば

『
称
談
集

解
』

で
は
記
さ
れ
な
か

っ
た
公
条

の
見
解
を
示
し

て
い
る
可
能

性
も

で
て
く
る

の
で

は
あ

る
ま

い
か
。
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五

本

書

の
成
立
を
考

え
る
上

で
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題

は
多

い
。

『
称
談
集

解
』

と
本
書

と

で
は
大

き
な
違

い
が
あ
る
。
『
称
談
集
解
』
は

『
愚

見
抄

』
を
本
注

に
公
条
説
を
追
記

し
た
た
め
、
『
伊
勢
物
語
』
本
文
を
直

接
引

用

し
な

い
が
、
本
書
は
、
武
田
本

や
根
源
本

な
ど
非
天
福
本
系

の
特
徴
を
備
え
た

(26
)

『
伊
勢
物
語
』
本
文

に
大
幅

に
紙
幅
を
割

い
て
い
る
点

で
あ
る
。
今
、
仮

に
、
本

書

の
成
立

に

つ
い
て
、

こ
の

『
伊
勢
物
語
』
本
文

に

『
称
談
集
解
』
か
ら
抄

出

し
た
公
条
説
や
そ

の
他

の
注
釈
書

の
説
を
追
加
し
た

い
わ
ゆ
る
諸
注
集
成

で
あ

る
と
考
え
た
場
合
、
で
は
、
な
ぜ
、
『
称
談
集
解
』
に

つ
い
て

一
四
段
以
降

の
み

抜
き
出
し
た

の
か
、
ま
た
、
『
称
談
集
解
』
以
外

に
ど

の
よ
う
な
注
釈
書
を
用

い

た

の
か
と

い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

さ
ら

に
、
本
書

に
は
、
『
愚
見
抄
』
と

の
関
連
を
問
題

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
記
事
が
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
、
本
書

一
九
段
、

一
、
宮
仕
し
け

る
女

の
か
た

に
と

は
、
染
殿

の
后
宮
御
か
た
と
也
。
ご
た

ち
と

は
、
女
房
達

の
惣
名
也
。
染
殿

の
内
侍
が
事
也
。

と
あ
る
注

に

つ
い
て
、
『
称
談
集
解
』

は
、

昔
男
宮

つ
か

へ
し
け

る
女

の
か

た
に
ご

た
ち
な
り
け

る
人
を

宮
仕

へ
し

け
る
女

と
は
女
御

更
衣

な
ど

の
事

也
。
ご

た
ち
は
後
達

と

書
。
女
房

の
惣
名
也
。

と
ま
ず
、
『
愚
見
抄
』

の
記
事
を
掲
げ
、
次

に

宮
仕

ヘ
シ
ケ
ル
女
と

ハ
染
殿

ノ
内
侍
が
事
也
。

と
追
記
す

る
。

ま
た
、
本
書

の
二

一
段

に
も
、

、
け

し

う

と

は

、
あ

や

し

う

と

云

心

な

り

。
を

の

が
世

ゝ
に
な

る
と

は
、

小

町
は
大
江

の
惟
教

が
め
に
な
り
て
、

つ
く

し

へ
行
、
中
将

は
有
常

が
娘

に

つ
く
。

さ
れ
ば
、

お
の
が
世

ゝ
に
成

と
云
也
。

と
あ
る
が
、

こ
の
注

に

つ
い
て
、

『称
談
集
解
』

は
、

け
し
う
は
怪

ノ
字
也
。

あ
や
し
く
と
云
心
也
。

と
い
う

『
愚
見
抄
』

の
記
事
、

そ
れ
か
ら
い
く

つ
か
の
項

目
を
経

て
、

ヲ
ノ
ガ
世

・
ナ
ル
ト

ハ
小
野

小
町

ハ
大

江

ノ
惟

教
ガ
妻

二
成

テ
筑
紫

へ

行
、
中
将

ハ
有
常

ガ
女

ニ
ツ
ク
。

サ

レ
バ

ヲ
ノ
ガ
世

・
ニ
成

と
い
ふ
也
。

の
記
事
を
確

認
で
き
る
。

こ
の
よ
う

に
、

本
書

の
注
釈

は

一
部

に
、

『称
談
集

解
』

も
用
い
た

『
愚
見
抄
』

の
記
事

を
内
包

し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
伊
勢
物

語
』
本
文

を
引

用
後

、
注
釈

を
加

え
る
と
い
う
形

で
構
成

さ
れ
た
本

書

が
、
『
称
談
集
解
』
か
ら
公
条
説
を
抄
出
し

て
、
諸

注
参

照

の
上

で
再
構
成

さ

れ
た
も

の
か
、
あ

る
い
は
、
『
称
談
集
解
』
を
兼
成

が
著

す
に
あ
た

っ
て
用
い
た

公
条
講
釈

の
聞
書
ま

で
遡

っ
て
、
そ

の

一
端

を
示
す
も

の
か
、
奥

書
も
有
さ
ず
、

同
様

の
伝
本
も
見
出

せ
な
い
現
段
階

で
は
判

断
が
難

し

い
。

し
か
し
、
本

書

の
よ
う
な
注
釈
書

の
検
討

を
通
し

て
こ
そ
、
公
条

説
を
め
ぐ

る
三
条
西
家
流

『
伊
勢
物

語
』
注
釈

の
全
体

像

に
迫
る

こ
と
が

で
き
る

の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

(
1
)

本
書
の
書
誌
は
次

の
通
り

で
あ
る
。

九
州
大
学
附
属
図
書
館
支
子
文
庫
蔵
。

貴
重

書
。
田
村
専

一
郎
旧
蔵

本
。
函
架
番

号
、
九

=
ニ
イ
「

一
/
五
。
書
型
、
縦
二
四

・
○
糎

×
横

一
九

・
○
糎
。
料
紙
は

鳥

の
子
紙
。
列
帖
装
。

一
冊
。
墨
付
八
五
丁
、
た
だ
し
、
八
○
丁
裏
以
降
に
付
さ

れ
た
和
歌
五
首
、

の
か
れ
ぬ
と
お
も
ふ
み
山

の
お
く
ま

て
も
け

に
は
う
き
世

の
ほ
か
な
ら
は

こ
そ
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お
も

ひ
き
や
し

つ
が

ふ
せ
屋

の
ま

ゝ
な
ら

で
き
み
か

い
ほ
り

の
月
を
見
ん
と
は

世

ゝ
の
人

の
な
か
め

し
月
を
か
た

み
ぞ
と
お
も

へ
ば
く

ぬ
る

ゝ
そ

て
か
な

ほ
の
く

と
あ
か
し
か
浦

に
あ
さ
き
り

の
嶋
か
く
れ
行
船
お
し
そ
思

梓
弓
引
け

は
も
と
末
我
方

に
よ
る
こ
そ
ま
さ
れ
恋

の
心

は

は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
他
阿
上
人
、
作
者
未
詳
、
木
下
長
囎
子
、
人
丸
、
春
道
列
樹

の

詠
歌
だ
が
、
後
世

の
書
き
入
れ

の
可
能
性
が
高

い
。
共
紙
表
紙
。
外
題
が
な
く
、

題
簸
剥
落

の
痕
跡
も
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
本
来

の
表
紙
が

失
わ
れ
た
か
。
現
在

の
表
紙

に
は
、
「
は
し
も
と
町
□
屋
市
松

」、
見
返
し

に
、
「森

下
町

一
日
市
屋

イ
チ
サ
フ

ロ
ウ
/

ほ
の
く

と
あ
か
し

の
浦

に
」
と
墨
書
。

一
面

九
行
書
。
和
歌
は
、
原
則
と
し
て
二
字
下
げ
二
行
書
き
だ
が
、

一
部
改
行
さ
れ
て

い
な
い
箇
所
も
あ
る
。
二
カ
所
に
付
箋
。
蔵
書
印
は
い
ず
れ
も
田
村
氏
の
も
の
。

書
写
年
代
は
、
近
世
中
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

本
文
に
つ
い
て
は
、
「文
献
探
究
」
三
五
号
に
全
文
の
翻
字
を
掲
載
し
た
。
以
下
本

文
の
引
用
は
こ
れ
に
よ

っ
た
。
な
お
、
注
釈
書
の
引
用
に
あ
た
り
、
適
宜
濁
点
を

付
し
た
。

先
行
注
釈
書
に
つ
い
て
も

一
切
具
体
的
な
書
名
を
指
摘
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

『
伊
勢
物
語
』
の
作
者
に
言
及
し
た
総
論
の
記
事
は
、
宗
祇
の
講
釈
を
弟
子
の
宗
長

が
書
き
記
し
た

『宗
長
聞
書
』
と
重
複
す
る
。

『
国
書
総
目
録
』
(岩
波
書
店
)
は
さ
ら
に
松
平
文
庫
蔵

『
伊
勢
物
語
紗
』
を
公
条

に
よ
る
注
釈
書
と
し
て
あ
げ
る
。

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
(吉
川
弘
文
館
)

寺
田
貞
次

『京
都
名
家
墳
墓
録
』
(山
本
文
華
堂

大
正

一
一
年
)
に
よ
る
。

福
井
久
蔵

『大
日
本
歌
書
綜
覧
』
(不
二
書
房

昭
和
三
年
)
中
巻
。

『
大
日
本
古
記
録
』
(岩
波
書
店
)
に
よ
る
。

『鉄
心
斎
文
庫

伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊

五

伊
勢
物
語
秘
用
抄

初
度
本
伊

勢
物
語
拾
穂
抄
』
(八
木
書
店
)
解
題
。
国
会
図
書
館
蔵

『称
談
集
解
』
(二
冊
)

巻
末
に
は
、

右
両
冊
者
本
愚
見
抄
聞
称
名
前
右
相
府
之
講
談
抄
也
。
三
十
往
年
書
写
之
本
披

之
則
所
見
不
同
有
互
得
失
。
今
集
善
説
記
其
大
全
。
有
不
安
者
頗
為
改
易
。
名

日
称
談
集
解
。
干
薙
寺
伯
州
如
中
依
懇
望
凌
老
染
禿
毫
以
乎
自
書
之
。
不
可
有

他
見
而
已
。
水
無
瀬
入
道
慈
興

八
十
七
歳
の
筆

と
の
奥
書
が
あ
り
、
初
稿
本
か
ら
再
稿
本

へ
の
改
訂
の
経
緯
を
伝
え
る
。

注
9
解
題
に
よ
る
。
初
稿
本
系
は
、
公
条
か
ら
の
聞
書
を
い
わ
ば
機
械
的
に

「愚

見
抄
」
に
付
け
加
え
た
も
の
、
再
稿
本
系
は
、
両
方
の
説
を
整
理
し
な
が
ら
ま
と

め
た
も
の
と
い
う
相
違
で
あ
る
。

未
見
。
同
本
の
引
用
は
注
9
解
題
に
よ
る
。

『天
理
図
書
館
善
本
叢
書
43

和
歌
物
語
古
註
集
』
(八
木
書
店
)
所
収
。

片
桐
洋

一
『
伊
勢
物
語
の
研
究

資
料
篇
』
(明
治
書
院
)
所
収
。

注
12
に
同
じ
。

陽
明
文
庫
蔵
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
本
に
よ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
蔵
。
巻
末
に
は
、
文
禄
四

(
一
五
九
五
)
年
、
八
二
歳
の
兼
成

が
目
を
通
し
た
旨
を
記
す
識
語
あ
り
。

こ
の
二
四
段

「
お
よ
び
の
ち
」
と

一
六
段

「
大
原

・
深
草
」
の
説
に
つ
い
て
は
、

冷
泉
家
流
の
古
注
が
同
様
の
説
を
と
り
、
二
条
流
の

一
般
的
な
注
釈
書
に
は
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
、
青
木
賜
鶴
子

「
三
条
西
実
隆

に
お
け
る
伊
勢
物
語
古
注
=

「伊
語
聴
説
」
「
称
談
集
解
」
に
触
れ
つ
つ
ー
」
(「百
舌
鳥
国
文
」
第
六
号

昭
和

六

一
年
)
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

他
に
、
五
段

「
つ
い
ひ
ぢ
」
の
注
釈
が
指
摘
さ
れ
る
。

注
9
所
収
。

注
9
解
題
。
た
だ
し
、
兼
成
が
寄
斎
と
称
し
た
こ
と
を
示
す
記
事
は
現
段
階
で
は

未
確
認
で
あ
る
。

寛
永

一
九
年
刊
。
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

明
暦
二
年
講
釈
。
飛
鳥
井
雅
章
記
。
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

迫
遥
院
と
三
光
院
の
間
に
補
入
記
号
が
あ
り
、
「
称
名
院
」
を
補
う
。
九
州
大
学
附

属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
同
じ
講
釈
の
岩
倉
具
起
に
よ
る
聞
書
は
迫
遥
院
と
三
光
院

の
み
を
指
摘
す
る
。

注
17
論
文
。

た
だ
し
、
『伊
勢
物
語
』
本
文
及
び

『称
談
集
解
』
で
人
名
に
言
及
し
て
い
な
い

一
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部

の
章
段
、

二
段
、
七
、
八
段
、

一
〇
～

一
三
段
、

二
二
段
、

四
九
、

五
○
段
、

五
二
段
、
五
九
段

で
は
対
照

が
で
き
な

い
。

四
段

「
む
月

の
十

日
ば
か

り
の
ほ
ど

ほ
か
に
か
く
れ
に
け
り
」

に

つ
い
て
、
『
称
談
集
解
』

で
は
、
「愚
見
抄
』

の
二
条

后

が
親

元
に
引
き
取
ら

れ
た
と
い
う
説
と
入
内
説

を
併

記
す

る
が
、
後
者

の
左
傍

に

「此
義
尤
可
然
由
在
之
」

と
書
き
込
む
。

一
方
、
本
書

は
、
父
長
良

の
も
と

へ

ひ
き
と
ら
れ
た
と
の
見
解

を
示
す
。

ま
た
、
九
段

「修
行
者
」

に

つ
い
て
、
本
書

が

「当
流

に
は
す

ぎ
や
う
し
や
た
れ
と
も
な
し
。
」
「
す
ぎ
や
う
さ
と
は
蓮
寂

の
御

事

な
り
」

と
異

な

っ
た
二

つ
の
解
釈

を
含

む
の
に
対
し
、

『称
談
集
解
』
は
、
『
愚

見
抄
』
の
僧
正
遍
昭
説
を
否
定
す

る
記
事
右
傍

に

「誰
と
も
な
し
」
と
記
す

の
み
。

こ
の
た
め
、
完
全

に

一
致
し
て
い
る
と
は
言

い
が
た
い
。

以
下
、
該
当
箇
所

を
指
摘

す
る
。

九
段

「
八
橋

と
は
い
ひ
け
る
」
(天
福
本

「や

つ
は
し
と

い
ひ
け

る
」
以
下
同
。
)、

九
段

「
み
る
事
と
お
も
ふ
」
(
「み
る

こ
と
と
思
ふ

に
」)
、

一
四
段

「あ
ね

は
の
松
」

(「
あ
れ
は
の
松
」)、

二
三
段

「
す
ぎ
に
け
ら
し
も
」
(「
す
ぎ
に
け
ら
し
な
」)
、
二

三
段

「
恋

つ
ゝ
ぞ
ぬ
る
」
(「
こ
ひ

つ
ゝ
ぞ
ふ
る
」)
、
二
七
段

「
か
の

こ
ざ
り
け
る

男
」
(「
ご
ざ
り
け
る
男

」)
、
三

一
段

「
よ
し
や
草
は
の
」
(「
よ
し
や
草

は
よ
」)
、

四
○
段

「
さ

こ
そ

い
へ
い
ま
だ
」
(
「さ

こ
そ

い
へ
ま
だ
」)
、
五
二
段

「
か
ざ
り
ち

ま
き
」

(「
か
さ
な
り
ち
ま
き
」)
、

五
四
段

「夢
路
を
た
ど
る
」

(「
夢
路
を
た

の

む
」)
、
六
二
段

「
我
を
ば
し
る
や
」

(「我
を
ば
し
ら
ず
や
」)
、
六
二
段

「
ま
さ
り

が
ほ
な
み
」
(
「ま
さ
り
が
ほ
な
き
」)
。
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